




　ホープ館で見つけた、素敵な皆さんをご紹介するコーナー
ここをのぞけば、ホープ館がもっと身近に感じられるかも？
　第１回は、毎年街頭募金でご協力いただいている「ガール
スカウト栃木県第29団」さん。今年40周年を迎え、記念の
式典がホープ館で開催されました♪

　野木町に発団したのは昭和60年４月で、今年40周年を迎えました。発
団３年目から赤い羽根街頭募金を行っています。スカウトの呼びかけで多
くの方に募金していただけるのは大変有難いことであり、スカウトの励み
にもなっています。私たちガールスカウトは、社会に貢献できる人となる
よう自然と共に、人との交わり、自己開発の３つを基に様々な体験活動を
行っております。ガールスカウトは新規入会者を随時募集しています。見
学、体験を希望の方は下記にお問い合わせください。

ガールスカウト栃木県第29団　団委員長　渡辺　美千代

ガールスカウト栃木県第29団の現在・過去・未来

●活動日：毎月２回　隔週日曜日９：30～11：30　●活動場所：町公民館等　●渡辺　美千代　090-7711-1556
ホープ館図鑑に掲載していただけるヒト・団体募集中！ホープ館窓口までお気軽にお問合せください♪

ホープ館
図鑑　
　　No.１

『ふれあい福祉総合相談』のお知らせ
野木町社会福祉協議会では、日頃から抱えているいろいろな悩みや問題について、相談に応じられるように「ふれあい福祉総合相談」を開設しています。

●いずれの相談も無料です。秘密は厳守いたします。

毎月第１水曜日
午前10時～正午

日頃の悩みなど
日常生活について

民生児童委員
保護司
人権擁護委員

野木町社会福祉協議会
（野木町老人福祉センター内）
☎57-3100

野木町地域包括支援センター
【本センター】　  ☎57-2400
【サブセンター】  ☎23-2200

弁護士

社協職員

社協職員

地域包括支援
センター職員

ボランティア保険の加入や
社会福祉支援活動に
関する相談のある方

生活資金や日常金銭管理に
心配のある方

介護に関する相談のある方

財産・扶養・土地・金銭貸借・
賠償・離婚などの問題に
関する相談
（原則として、令和７年度内に
  １人２回とします。）

月～金曜日
午前8時30分～午後5時15分

月～金曜日
午前8時30分～午後5時15分

月～金曜日
午前8時30分～午後5時15分

毎月第３木曜日
午前10時～正午
（要予約・問い合わせ先まで
 ご連絡ください。）

法律(弁護士)相談

ボランティア相談

心配ごと相談

介護相談

生活資金・
地域福祉権利擁護相談

日時 内容 相談員相談種別 問い合わせ先

・野木ひまわり協議会（ひまわりフェストラクター遊覧募金）　様 ……100,000円
・野木町商工会女性部　様 …………………………………………………… 3,000円

7月

・野木町認定農業者協議会　様 ……………缶詰、レトルト食品、パスタなどの食品
8月

6月
・栃木県退職公務員連盟小山支部　様 …………………………………タオル100本
・フクダ工業株式会社　様 ………………………………………………… 50,000円

野木ひまわり協議会　様
野木町認定農業者協議会　様

善意の寄付善意の寄付 ありがとう
ございました!！
ありがとう
ございました!！
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　「ふくしのつどいのぎ 2025」（町社会福祉協議会・町社会福祉ボランティア連絡協議会主催）が、令和７年９
月６日、日東工業エニスホール小ホールで開催されました。式典では、日頃から社会福祉に尽力されている方々
に表彰状ならびに感謝状が贈呈されました。式典終了後、米沢智秀氏による講演会と TCG フルートオーケスト
ラによるチャリティーコンサートが行われました。

～ふくしのつどい のぎ 2025 を開催しました～

受賞された皆様おめでとうございます

ふくしのつどいのぎ2025へのご来場、ご協力、誠にありがとうございました

ご 報 告

ギャラリー

【表彰】
◎民生委員・児童委員
・真瀬　信子　様
・宮川　知代子　様
・中田　裕見子　様
◎ボランティア活動功労
・萩原　紀男　様
・保栖　タミ子　様

・私たちも他人事ではなく、日常から支え合うことが防災につながることを再認識できた。
（20歳代・女性）

・話しがわかりやすく、私たちの住んでいる所は災害が少ない地域なので実感がわかないのですが、もし
災害がおきたときはと思い参考になりました。ありがとうございました。（70歳代・女性）

・フルートオーケストラは初めて聴きましたが、とても軽やかなフルートの音色がすがすがしくステキで
した。パートの紹介も楽しかったです。（60歳代・女性）

アンケートの一部をご紹介します

【感謝状】
・古河ヤクルト販売株式会社　様
・矢畑むらづくり組合　様
・渡邉会計事務所　様
・杏林製薬株式会社　わたらせ創薬センター　様
・野木ひまわり協議会　様
 （ひまわりフェス　トラクター遊覧募金）

ボランティアレポート　走辺 寿美子
第1部 ～能登半島地震の復旧・復興への取り組みについて～

　災害大国の日本。特に近年、激甚化する自然災害を前に、個人はもちろん地域社会は、どう立ち向かうべきか、災害ボラ
ンティアの第一線で活躍する米沢智秀（ちしゅう）氏の講演に耳を傾けました。米沢氏はつくばみらい市の高雲寺の住職。
災害ボランティア活動支援プロジェクトメンバー会議委員や茨城県社協防災活動アドバイザーとして活躍をしています。
平成９年の福井重油災害以来ほぼ毎年、被災地で活動しているという米沢氏は、地震が起きた能登半島へ令和６年１月３
日から９ヶ月で１７回現地入りして活動。茨城から車で８時間、車中泊しながらのボランティア活動は困難を極めたそうで
す。能登は半島特有のアクセスが悪く、支援やライフラインの復旧の遅れがあり、当初は支援を制限せざるを得ないくら
いでした。映し出されたプロジェクタースクリーンからも、その惨事の様子が想像できました。

　災害時、命を救う行動とは？　予報不可能な地震の場合は揺れが止まったら家族の安否確認。停電や断水の備えとして備
蓄発電機や食料や水を備えること。でも、大雨の場合は天気予報や避難情報を把握し、浸水前に避難することができます。
その時、近所みんなで逃げましょう。大事なことは、避難補助、安否確認、そして、みんなで助ける意識を！と。米沢氏は、その
成功例として白馬村の奇跡をとりあげました。平成２６年11月22日、長野県北部で最大震度6弱の地震が発生。白馬村堀
之内地区では多くの建物が倒壊しました。しかし、住民が協力して下敷きになった人を助け出し、犠牲者は「ゼロ」。のちに
「白馬の奇跡」と呼ばれました。そのためには、地域での日頃からの防災教育が必須。白馬村では、日頃から区長などが中心
となり「災害時住民支え合いマップ」を作成、住民同士の安否確認と緊急避難訓練が行われていました。最後に米沢氏は、
「災害に強いまちづくり」とは、防災をきっかけに、皆が支え合う、住みよい、幸せな地域作りと強く呼びかけました。

第 2部 

　TCG フルートオーケストラは、平成２９年、元高校教諭 岩原篤男氏のもと、栃木県立宇都宮北高等学校、同県立真岡高
等学校、同県立石橋高等学校などの卒業生や在校生をメインとしたフルート奏者が集まり発足しました。ちなみに、TCG
とは「とちぎ」の略。今回は令和６年の能登半島被災地支援のためのチャリティーコンサート。まずは軽妙な語りでパート
紹介があり、一般的にフルートと呼ばれる楽器の他、ピッコロ、アルトフルート、バスフルート、コントラバスフルートがある
ことに驚き。続いて演奏されたアンパンマンのマーチやサウンドオブミュージックのメドレーに誰もが魅せられたようでし
た。最後は「野木町讃歌ふれあいの町」を会場内の合唱とともに演奏。アンコールのラデツキー行進曲では手拍子も起こ
り、最後まで絆の調べが会場内に流れたコンサートでした。
　小ホール前では、社協活動情報コーナーのパネル展示の他、缶バッチ作成コーナーや赤い羽根ガチャコーナー、そして
災害に備えた備蓄品確認コーナーなどが設けられ、子どもたちも集まっていました。
　今回のふくしのつどいは整理券１枚５００円を購入しての参加。それでも、約２００人が参加し、小ホールは満席になりま
した。なお整理券５００円の収益金は全額能登半島地震災害義援金として寄付されました。

　この日は、フルートの音色に浸りながら、我が家の防災備蓄品を確認せねばと改めて思った人が多かったのではないで
しょうか……。

ボランティアレポート　走辺 寿美子
第1部 「災害に強いまちづくり」　～能登半島地震の復旧・復興への取り組みについて～

　災害大国の日本。特に近年、激甚化する自然災害を前に、個人はもちろん地域社会は、どう立ち向かうべきか、災害ボラ
ンティアの第一線で活躍する米沢智秀（ちしゅう）氏の講演に耳を傾けました。米沢氏はつくばみらい市の高雲寺の住職。
災害ボランティア活動支援プロジェクトメンバー会議委員や茨城県社協防災活動アドバイザーとして活躍をしています。
平成９年の福井重油災害以来ほぼ毎年、被災地で活動しているという米沢氏は、地震が起きた能登半島へ令和６年１月３
日から９ヶ月で１７回現地入りして活動。茨城から車で８時間、車中泊しながらのボランティア活動は困難を極めたそうで
す。能登は半島特有のアクセスが悪く、支援やライフラインの復旧の遅れがあり、当初は支援を制限せざるを得ないくら
いでした。映し出されたプロジェクタースクリーンからも、その惨事の様子が想像できました。

　災害時、命を救う行動とは？　予報不可能な地震の場合は揺れが止まったら家族の安否確認。停電や断水の備えとして備
蓄発電機や食料や水を備えること。でも、大雨の場合は天気予報や避難情報を把握し、浸水前に避難することができます。
その時、近所みんなで逃げましょう。大事なことは、避難補助、安否確認、そして、みんなで助ける意識を！と。米沢氏は、その
成功例として白馬村の奇跡をとりあげました。平成２６年11月22日、長野県北部で最大震度6弱の地震が発生。白馬村堀
之内地区では多くの建物が倒壊しました。しかし、住民が協力して下敷きになった人を助け出し、犠牲者は「ゼロ」。のちに
「白馬の奇跡」と呼ばれました。そのためには、地域での日頃からの防災教育が必須。白馬村では、日頃から区長などが中心
となり「災害時住民支え合いマップ」を作成、住民同士の安否確認と緊急避難訓練が行われていました。最後に米沢氏は、
「災害に強いまちづくり」とは、防災をきっかけに、皆が支え合う、住みよい、幸せな地域作りと強く呼びかけました。

第 2部 TCG フルートオーケストラによるチャリティーコンサート
　TCG フルートオーケストラは、平成２９年、元高校教諭 岩原篤男氏のもと、栃木県立宇都宮北高等学校、同県立真岡高
等学校、同県立石橋高等学校などの卒業生や在校生をメインとしたフルート奏者が集まり発足しました。ちなみに、TCG
とは「とちぎ」の略。今回は令和６年の能登半島被災地支援のためのチャリティーコンサート。まずは軽妙な語りでパート
紹介があり、一般的にフルートと呼ばれる楽器の他、ピッコロ、アルトフルート、バスフルート、コントラバスフルートがある
ことに驚き。続いて演奏されたアンパンマンのマーチやサウンドオブミュージックのメドレーに誰もが魅せられたようでし
た。最後は「野木町讃歌ふれあいの町」を会場内の合唱とともに演奏。アンコールのラデツキー行進曲では手拍子も起こ
り、最後まで絆の調べが会場内に流れたコンサートでした。
　小ホール前では、社協活動情報コーナーのパネル展示の他、缶バッチ作成コーナーや赤い羽根ガチャコーナー、そして
災害に備えた備蓄品確認コーナーなどが設けられ、子どもたちも集まっていました。
　今回のふくしのつどいは整理券１枚５００円を購入しての参加。それでも、約２００人が参加し、小ホールは満席になりま
した。なお整理券５００円の収益金は全額能登半島地震災害義援金として寄付されました。

　この日は、フルートの音色に浸りながら、我が家の防災備蓄品を確認せねばと改めて思った人が多かったのではないで
しょうか……。

野木町社会福祉協議会会長表彰・感謝状受賞者

　当日は、会場内にて「パステルさんによるパンの販売」や、「赤い羽根ガチャのコーナー」、「缶バッチ作成コー
ナー」、「災害ボランティアコーナー」、「災害備蓄品確認コーナー」、「社協活動情報コーナー」を開設し、多くの方
にご参加いただきました。
　今回の整理券配布および会場での寄付（募金箱を含む）により、合計119,555円が集まりました。皆様からお寄
せいただいた温かいご支援は、能登半島地震災害義援金として送金いたしました。
　また、「赤い羽根ガチャ」および「缶バッチ作成コーナー」では、計24,100円のご寄付をいただきました。こちら
は「イベント募金」として大切にお預かりいたします。
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　「ふくしのつどいのぎ 2025」（町社会福祉協議会・町社会福祉ボランティア連絡協議会主催）が、令和７年９
月６日、日東工業エニスホール小ホールで開催されました。式典では、日頃から社会福祉に尽力されている方々
に表彰状ならびに感謝状が贈呈されました。式典終了後、米沢智秀氏による講演会と TCG フルートオーケスト
ラによるチャリティーコンサートが行われました。

～ふくしのつどい のぎ 2025 を開催しました～

受賞された皆様おめでとうございます

ふくしのつどいのぎ2025へのご来場、ご協力、誠にありがとうございました

ご 報 告

ギャラリー

【表彰】
◎民生委員・児童委員
・真瀬　信子　様
・宮川　知代子　様
・中田　裕見子　様
◎ボランティア活動功労
・萩原　紀男　様
・保栖　タミ子　様

・私たちも他人事ではなく、日常から支え合うことが防災につながることを再認識できた。
（20歳代・女性）

・話しがわかりやすく、私たちの住んでいる所は災害が少ない地域なので実感がわかないのですが、もし
災害がおきたときはと思い参考になりました。ありがとうございました。（70歳代・女性）

・フルートオーケストラは初めて聴きましたが、とても軽やかなフルートの音色がすがすがしくステキで
した。パートの紹介も楽しかったです。（60歳代・女性）

アンケートの一部をご紹介します

【感謝状】
・古河ヤクルト販売株式会社　様
・矢畑むらづくり組合　様
・渡邉会計事務所　様
・杏林製薬株式会社　わたらせ創薬センター　様
・野木ひまわり協議会　様
 （ひまわりフェス　トラクター遊覧募金）

ボランティアレポート　走辺 寿美子
第1部 ～能登半島地震の復旧・復興への取り組みについて～

　災害大国の日本。特に近年、激甚化する自然災害を前に、個人はもちろん地域社会は、どう立ち向かうべきか、災害ボラ
ンティアの第一線で活躍する米沢智秀（ちしゅう）氏の講演に耳を傾けました。米沢氏はつくばみらい市の高雲寺の住職。
災害ボランティア活動支援プロジェクトメンバー会議委員や茨城県社協防災活動アドバイザーとして活躍をしています。
平成９年の福井重油災害以来ほぼ毎年、被災地で活動しているという米沢氏は、地震が起きた能登半島へ令和６年１月３
日から９ヶ月で１７回現地入りして活動。茨城から車で８時間、車中泊しながらのボランティア活動は困難を極めたそうで
す。能登は半島特有のアクセスが悪く、支援やライフラインの復旧の遅れがあり、当初は支援を制限せざるを得ないくら
いでした。映し出されたプロジェクタースクリーンからも、その惨事の様子が想像できました。

　災害時、命を救う行動とは？　予報不可能な地震の場合は揺れが止まったら家族の安否確認。停電や断水の備えとして備
蓄発電機や食料や水を備えること。でも、大雨の場合は天気予報や避難情報を把握し、浸水前に避難することができます。
その時、近所みんなで逃げましょう。大事なことは、避難補助、安否確認、そして、みんなで助ける意識を！と。米沢氏は、その
成功例として白馬村の奇跡をとりあげました。平成２６年11月22日、長野県北部で最大震度6弱の地震が発生。白馬村堀
之内地区では多くの建物が倒壊しました。しかし、住民が協力して下敷きになった人を助け出し、犠牲者は「ゼロ」。のちに
「白馬の奇跡」と呼ばれました。そのためには、地域での日頃からの防災教育が必須。白馬村では、日頃から区長などが中心
となり「災害時住民支え合いマップ」を作成、住民同士の安否確認と緊急避難訓練が行われていました。最後に米沢氏は、
「災害に強いまちづくり」とは、防災をきっかけに、皆が支え合う、住みよい、幸せな地域作りと強く呼びかけました。

第 2部 

　TCG フルートオーケストラは、平成２９年、元高校教諭 岩原篤男氏のもと、栃木県立宇都宮北高等学校、同県立真岡高
等学校、同県立石橋高等学校などの卒業生や在校生をメインとしたフルート奏者が集まり発足しました。ちなみに、TCG
とは「とちぎ」の略。今回は令和６年の能登半島被災地支援のためのチャリティーコンサート。まずは軽妙な語りでパート
紹介があり、一般的にフルートと呼ばれる楽器の他、ピッコロ、アルトフルート、バスフルート、コントラバスフルートがある
ことに驚き。続いて演奏されたアンパンマンのマーチやサウンドオブミュージックのメドレーに誰もが魅せられたようでし
た。最後は「野木町讃歌ふれあいの町」を会場内の合唱とともに演奏。アンコールのラデツキー行進曲では手拍子も起こ
り、最後まで絆の調べが会場内に流れたコンサートでした。
　小ホール前では、社協活動情報コーナーのパネル展示の他、缶バッチ作成コーナーや赤い羽根ガチャコーナー、そして
災害に備えた備蓄品確認コーナーなどが設けられ、子どもたちも集まっていました。
　今回のふくしのつどいは整理券１枚５００円を購入しての参加。それでも、約２００人が参加し、小ホールは満席になりま
した。なお整理券５００円の収益金は全額能登半島地震災害義援金として寄付されました。

　この日は、フルートの音色に浸りながら、我が家の防災備蓄品を確認せねばと改めて思った人が多かったのではないで
しょうか……。

ボランティアレポート　走辺 寿美子
第1部 「災害に強いまちづくり」　～能登半島地震の復旧・復興への取り組みについて～

　災害大国の日本。特に近年、激甚化する自然災害を前に、個人はもちろん地域社会は、どう立ち向かうべきか、災害ボラ
ンティアの第一線で活躍する米沢智秀（ちしゅう）氏の講演に耳を傾けました。米沢氏はつくばみらい市の高雲寺の住職。
災害ボランティア活動支援プロジェクトメンバー会議委員や茨城県社協防災活動アドバイザーとして活躍をしています。
平成９年の福井重油災害以来ほぼ毎年、被災地で活動しているという米沢氏は、地震が起きた能登半島へ令和６年１月３
日から９ヶ月で１７回現地入りして活動。茨城から車で８時間、車中泊しながらのボランティア活動は困難を極めたそうで
す。能登は半島特有のアクセスが悪く、支援やライフラインの復旧の遅れがあり、当初は支援を制限せざるを得ないくら
いでした。映し出されたプロジェクタースクリーンからも、その惨事の様子が想像できました。

　災害時、命を救う行動とは？　予報不可能な地震の場合は揺れが止まったら家族の安否確認。停電や断水の備えとして備
蓄発電機や食料や水を備えること。でも、大雨の場合は天気予報や避難情報を把握し、浸水前に避難することができます。
その時、近所みんなで逃げましょう。大事なことは、避難補助、安否確認、そして、みんなで助ける意識を！と。米沢氏は、その
成功例として白馬村の奇跡をとりあげました。平成２６年11月22日、長野県北部で最大震度6弱の地震が発生。白馬村堀
之内地区では多くの建物が倒壊しました。しかし、住民が協力して下敷きになった人を助け出し、犠牲者は「ゼロ」。のちに
「白馬の奇跡」と呼ばれました。そのためには、地域での日頃からの防災教育が必須。白馬村では、日頃から区長などが中心
となり「災害時住民支え合いマップ」を作成、住民同士の安否確認と緊急避難訓練が行われていました。最後に米沢氏は、
「災害に強いまちづくり」とは、防災をきっかけに、皆が支え合う、住みよい、幸せな地域作りと強く呼びかけました。

第 2部 TCG フルートオーケストラによるチャリティーコンサート
　TCG フルートオーケストラは、平成２９年、元高校教諭 岩原篤男氏のもと、栃木県立宇都宮北高等学校、同県立真岡高
等学校、同県立石橋高等学校などの卒業生や在校生をメインとしたフルート奏者が集まり発足しました。ちなみに、TCG
とは「とちぎ」の略。今回は令和６年の能登半島被災地支援のためのチャリティーコンサート。まずは軽妙な語りでパート
紹介があり、一般的にフルートと呼ばれる楽器の他、ピッコロ、アルトフルート、バスフルート、コントラバスフルートがある
ことに驚き。続いて演奏されたアンパンマンのマーチやサウンドオブミュージックのメドレーに誰もが魅せられたようでし
た。最後は「野木町讃歌ふれあいの町」を会場内の合唱とともに演奏。アンコールのラデツキー行進曲では手拍子も起こ
り、最後まで絆の調べが会場内に流れたコンサートでした。
　小ホール前では、社協活動情報コーナーのパネル展示の他、缶バッチ作成コーナーや赤い羽根ガチャコーナー、そして
災害に備えた備蓄品確認コーナーなどが設けられ、子どもたちも集まっていました。
　今回のふくしのつどいは整理券１枚５００円を購入しての参加。それでも、約２００人が参加し、小ホールは満席になりま
した。なお整理券５００円の収益金は全額能登半島地震災害義援金として寄付されました。

　この日は、フルートの音色に浸りながら、我が家の防災備蓄品を確認せねばと改めて思った人が多かったのではないで
しょうか……。

野木町社会福祉協議会会長表彰・感謝状受賞者

　当日は、会場内にて「パステルさんによるパンの販売」や、「赤い羽根ガチャのコーナー」、「缶バッチ作成コー
ナー」、「災害ボランティアコーナー」、「災害備蓄品確認コーナー」、「社協活動情報コーナー」を開設し、多くの方
にご参加いただきました。
　今回の整理券配布および会場での寄付（募金箱を含む）により、合計119,555円が集まりました。皆様からお寄
せいただいた温かいご支援は、能登半島地震災害義援金として送金いたしました。
　また、「赤い羽根ガチャ」および「缶バッチ作成コーナー」では、計24,100円のご寄付をいただきました。こちら
は「イベント募金」として大切にお預かりいたします。
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参加者の声

ご協力いただきありがとうございました　
　この事業は、町民の皆様から頂いた社協会費を活用させていただいております。皆様のご協力のおか
げで、今年度もさまざまな福祉体験を行うことができました。
　また、このような行事はチラシやポスター、社協情報誌「ぽけっと」、SNS等を使って募集を行います
ので、チェックしてください！来年度も多くの方の参加をお待ちしております！

　学童や学生が夏休みを活用し、地域福祉やボラン
ティア活動への理解と関心を深めることを目的に、
今年度もボランティアスクールを実施しました。７
月23日・24日には、「ボランティアチャレンジスクー
ル（小学生向け）」に13名が参加。８月18日～22日に
は、「ボランティアサマースクール（中高大生向け）」
を実施し、７名が参加しました。
　それぞれがさまざまな体験を通して、福祉につい
て楽しく学ぶことができました♪

　実際に体験したり、施設に行くこと
で、自分の認識のずれや当事者の考え
に触れることができ、障がい者、高齢
者への理解を深められたし、福祉の世
界では温かい心だけでなく、判断力や
行動力など様々な力が必要とされる
ことにも気付けた。

　実際に行かなければ分からなかっ
た雰囲気や利用者さんの様子などを
知ることができて、福祉に関する職に
就きたいという思いがより強くなり
ました。

あと３段だよ！優しく声をかけてもらえると安心だとわかりました！

ねらって！誰でも安全に楽しめるゲーム！

使っている人を見かけたら
自分のできることをしたい！

＼フレー！／
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朗読の会「のぎく」様、点友会「のぎ」様が
栃木県知事表彰を受賞しました！
朗読の会「のぎく」様、点友会「のぎ」様が
栃木県知事表彰を受賞しました！

朗読の会「のぎく」

　第 31 回の栃木県民福祉のつどいが、令和 7 年 8 月 21 日、宇都宮市文
化会館で開催されました。このたび、長年にわたるボランティア活動が高
く評価され、野木町からは、朗読の会「のぎく」様と点友会「のぎ」様が
栃木県知事表彰を受賞しました。
　式典では、朗読の会「のぎく」様が
ボランティア団体の代表として表彰状
を受け取りました。
　このたびの受賞、誠におめでとうご
ざいます。

　平成 6 年に開催された朗読講習会修了生により発足
し、広報や各種お知らせを音訳・録音したＣＤを視覚
障がいの方に届ける活動をされています。また、社会
福祉協議会主催の「ふくしのつどいのぎ」では毎年司
会を務めるなど、習得された朗読技術を生かし、地域
のためにも活用されています。

点友会「のぎ」
　平成11年に開催された点訳講習会修了生により発足
し、現在は小学校の総合的な学習の時間では点字体験
学習の支援や点字絵本の作成を行うなど、障がいへの
理解促進活動に尽力されています。

受賞された両団体の活動内容をご紹介

えんじゅクラブ通信

受賞されました皆さま
心よりお祝い申し上げます。

●第39回栃木県老人ク
ラブ大会において、次
の方々が表彰されまし
た。この表彰は、優良
老人クラブ、永年老人
クラブの育成に功労が
あった方、広報誌発刊
活動が優秀である老人
クラブに送られます。

●輪投げ　
　優勝：新橋ローズクラブ
　２位：野木第二寿会
　３位：友沼下中寿会

●グランドゴルフ　
　優勝：新橋ローズクラブ
　２位：南赤塚北部寿会
　３位：卯ノ木クラブ

●玉入れ　
　優勝：南赤塚北部寿会
　２位：友沼川西福寿会
　３位：野木第二寿会

●令和７年９月25日、第45回えんじゅクラブ野木レク
リェーション大会があじさい公園で開催されました。
晴天の中、町内10クラブ約180名の方が参加され、
輪投げ、グランドゴルフ、玉入れの競技を実施し熱
戦が繰り広げられていました。

　競技会場では、観客席から応援が聞こえたり、他の
クラブの方と笑顔で交流する姿などたくさん見るこ
とができ、無事に終了することができました。

優良老人クラブ受賞
針谷良七　様

老人クラブ育成功労者受賞
星野英子　様

広報誌コンクール優秀賞
潤島福寿会　様
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地域ふくし座談会を開催しました
　ホープ館にて７月30日(水)(野木第二中学校区の方対象)、８月27日(水)(野木中学校区の方対象)
に地域ふくし座談会が行われました。30日は21名の方が、27日は24名の方が参加され、脳トレ
ゲームを体験したのち、グループごとに割り当てられたテーマに沿って、①「現状の困りごと課題」
②課題に対して「私が今やっていること、ご近所さんと一緒にやっていること」③「私がこれから出
来そうなこと、ご近所さんと一緒にやってみたいこと」について意見を出し合いました。
　今回の座談会で出された意見については、第３期地域福祉計画・地域福祉活動計画にいかしてい
きます。

脳トレゲームを体験

4つのテーマ
❶ 近所つき合いについて　
❷ 防災・防犯について
❸ 高齢の方、支援が必要な方の生活について
❹ 地域活動、交流について

❶ 近所つき合いについて
【やっていること】
・ふれあいサロンに誘う
・配食ボランティア　など

【やってみたいこと】
・今やっていることを続ける
 （サロン、民生委員の活動、老人クラブ)
・ラジオ体操に参加する　など

❷ 防災・防犯について
【やっていること】
・自治会の人との協力、見守り
・防災訓練への参加　など

【やってみたいこと】
・地域の人に積極的に声かけをする
・育成会と一緒に防犯・防災活動　など

❸ 高齢の方、支援が必要な人の生活について
【やっていること】
・電話で安否確認
・送迎、配食ボランティア　など

【やってみたいこと】
・ゴミの分別、ゴミ出しの手伝い
・ふれあいサービスの協力会員　など

❹ 地域活動・交流ついて
【やっていること】
・公民館掃除の後にお茶のみ会を開催
・自治会全員でゴミ置き場の掃除　など

【やってみたいこと】
・地域の高齢者と児童の交流事業
・自治会活動に参加する　など
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　生活支援体制整備事業では、高齢者をはじめとするすべてのひとが地域とのつながりや生き
がいを持ちながら暮らしていけるよう、さまざまな活動の支援をしていきます。
　この「みつけた！地域のつながり」のコーナーでは、地域等における個人や団体等の実際の活
動事例をシリーズでご紹介し、地域にある支えあい活動の輪を広げていきたいと思います。
！みつけた

地域の
　つながり 

14

！みつけた
地域の
　つながり 

14

新橋東サロンは、新橋東集会所を会場に毎月第 2・第 4火曜日の10 時から12時まで地域の高齢者が気軽に集まり、
憩いの場として交流を深めています。
今回は、地域包括支援センターの出張講座で SC（生活支援コーディネーター）が「終活セミナー」のお話でお邪魔しま

した。
「終活」は、誰もがいつかは考えなければならないテーマですが、年齢に関係なく、いつ訪れるともしれない「もしものと
き」に備えて、思い立ったとき、元気な今が「そのとき」です。
そして、「もしものとき」には本人のこうしてほしいという気持ち・希望などを大切な家族に前もってきちんと伝え、何

度でも話し合いをすることが、とても重要とお話しさせていただきました。
「本人の希望」と「家族の希望」が違う時はどうしたらよいのかなどと質問もあり、サロンサポーター7名、参加者 8 名
の計15 名、みなさんとても真剣にご参加くださいました。
新橋東サロンのみなさんは、毎年、自分たちが縫った雑巾を児童養護施設へお届けする社会貢献活動もされていると

のこと。いくつになっても、自分たちができることをそれぞれが役割を持って参加される姿勢には感心させられました。

新橋東サロン　～終活セミナーでお邪魔しました～

　このノートは、高齢者等の皆さまが人生を振り
返り、ご自身の情報や希望等をまとめ、残してお
くものです。これからもご自身らしく過ごしてい
く証しを記してみませんか。
　ご希望の方は下記より
お申し出ください。

●無料配布
●配布場所・お問合せ先（平日の8:30～17:15）

（A4サイズ　全40ページ）

野木町地域包括支援センター
①本センター TEL 57-2400
　（町総合サポートセンターひまわり館内）
②サブセンター TEL 23-2200
　（町老人福祉センター内）又は TEL 57-3100

　「おれんじカフェ」とは、認知症の方や
その介護をされている方、関心がある方
など、誰でも気軽に利用できる憩いの場
です。認知症に関すること、日頃の悩み
などをみんなで共有してみませんか？

おれんじカフェ

問合せ先 野木町役場健康福祉課
高齢対策係
TEL　57-4173

ひまわり館（総合サポートセンター）

11/14（金） のんびりストレッチ＆
ゆったりヨガ

12/18（木） 防災について

 1/19（月） 消費者問題について

時間：午後２時～３時半
事前申し込み不要で出入り自由です。
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ひとりぐらし高齢者交流会参加者募集ひとりぐらし高齢者交流会参加者募集
令和７年11月27日（木）午前10 時～11時 50 分

❶『講話』
「だまされない栃木県」～特殊詐欺等の手口と対策～
特殊詐欺のほか、急増する新たな手口の詐欺など身近な事例を紹介しながら、
その手口と対策について分かりやすくお伝えします　　（栃木県くらし安全安心課）

❷『高齢者のための音楽療法』
歌を歌ったり、音楽に合わせて自然に体を動かすことで認知症の予防と進行抑制、
介護予防や生活能力が向上します　皆さんと一緒に楽しい時間を過ごしましょう

　●音楽療法士　 茂呂　京子　氏　　●伴奏　　野平　龍一　氏

ホープ館（町老人福祉センター）

令和７年 11月４日（火）～ 11月 14日（金）

特殊詐欺対策の講話と音楽で楽しくフレイル予防

日　   時

内 　   容

場 　   所 無　料参  加  費

申 込 期 間
下記まで、お電話又はご来所の上お申込みください。
受付時間：8 時 30 分～17 時15分（土・日を除く）
※交通手段のない方は、お申し込みの際ご相談ください。
野木町地域包括支援センター（町総合サポートセンターひまわり館内）
TEL 57-2400　野木町丸林 582-１
又は、野木町社会福祉協議会（町老人福祉センターホープ館内）
TEL 57-3100　野木町友沼 5840-7

申 込 方 法

申 　 　 込
問 合 せ 先

町内在住 75歳以上のひとりぐらしの方 50名（先着順）対象・人数

日 時
場 所
内 容

対象・人数

申込方法
申込期間

はじめてのスマホ教室　受講者募集！！
　初心者向けのスマートフォンの使い方が学べる講座を開催します。スマートフォンをお持ちでな
い方でも参加できます。

12月４日（木）、12月11日（木）  13時30分～15時30分  ※両日とも内容は同じです。
ホープ館（町老人福祉センター）
スマートフォンの基本を知ろう！
▶スマートフォンのボタン操作、画面の見方、文字入力（音声入力）
▶体験　QRコードを読み取ってみよう！
60歳以上の町内在住もしくは勤務している『スマートフォン初心者』
各講座 20名（先着順）
※電話はつかえるけどWEBサイトは見ることができないという方
※電源ONやマナーモード設定、文字の入力等の基本操作が苦手な方
※スマートフォンをお持ちでない方（スマートフォンは貸し出します。）
※今年度、受講が初めての方を優先させていただきます。
下記の電話番号からお申込みください。
11月５日（水）～11月19日（水）※土日を除く8時30分～17時15分

野木町社会福祉協議会（町老人福祉センター）
TEL 57-3100　野木町大字友沼5840-7

申　　込
問合せ先

社会福祉法人
野木町社会福祉協議会

〒329-0101
栃木県下都賀郡野木町大字友沼5840-7（ホープ館）
TEL.（0280）57‒3100　FAX.（0280）57‒3101
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